
【取組概要】 

（令和元年度 温室効果ガス削減実績） 

削減率（原単位ベース）：4.6％（平成 30 年度比） 

（主な対策内容） 

① CO２フリー電力の活用  

一部のモールに PPAモデル（※）を導入し、館内で使用している電力について CO2フリー電力を 

使用している。 

※ PPA モデル：電力会社が太陽光パネルを 

店舗に設置し、それにより生成された 

電力を購入することにより、実質 CO2

フリーの電力を活用する取組。 

② ＥＶ充電器増設 

地球環境の保全、持続可能な社会の実現を目指し、CO2を排出しない電気自動車やプラグイン 

ハイブリッド車の普及を促進するため、EV充電器を継続的に設置し推進している。 

【2019 年度、大阪府所在 6モールの合計、急速充電器 9 基、普通充電器 65 基を設置】 

③ 設備機器の導入 

計画的に省エネタイプの空調設備や照明設備などを更新するとともにターボ冷凍機、吸収式

冷温水器の冷水温度変更や冷水吐出圧力のインバーター化をするなど様々な対策を継続的に

実施し省エネルギー・省 CO2の取組みを実施している。 

④ 省エネルギー・CO２削減推進体制 

社長を中心に 2020 年度に 2010 年度比でエネルギーの使用量を 50％削減することを目標とし 

て、各モールで省エネルギー対策に取り組んでいる。 

おおさかストップ温暖化賞 

優秀賞 イオンモール株式会社 


